
分布調査報告書

三刀屋町の道跡 I

三刀屋。一宮地区

1988年 1月

強

機

三 刀屋 町教 育 委 員会



例   言

1.本書は三刀屋町教育委員会が、昭和62年度国庫及び県の補助を受けて実施 した三刀屋

町三刀屋 。一宮 (大字高窪を除 く)地区遺跡分布調査の概要報告書である。

1,調査の体需1は次のようである。

調査主体者  三刀屋町教育委員会

古瀬 明  (教育長 )

調査指導   卜部吉博  (島根県教育庁文化課文化財保護主事 )

蓮岡法疇  (八雲村立八雲中学校教頭 )

調査担当者  杉原清―  (島根県文化財保護指導委員)

調査補助員  藤原友子

事務局    藤原享夫  (三刀屋町教育委員会教育次長)

高橋良治  (    ク    次長補佐 )

太田昌人  (    ク    社会教育係長)

1.調査成果は分布図及び一覧表とするほか、各個別調査カー ドを作製 し、三刀屋町教育

委員会に保管して活用する。なお、遺跡番号は島根県遺跡地図 (1987年)記載の続 き番

号を付 した。

1.本書及び調査に使用した地図は、主として三刀屋町建設課所管に関わる 5千分の 1地

形図である。

1.収録 した遺跡のうちには既に消滅 したものも含む。また古墓についてはその石塔に着

日したため、移築等も考慮すると必ずしも元位置であるとは限らない。

1.分布調査は踏査によるもので地表の表徴観察であり、埋蔵 されたものがすべて網羅さ

れているとは言えない。従って分布図上の空白地には埋蔵文化財包蔵地がないとは言い

難 い 。

1.調査にあたって次の方々から協力並びに情報提供を受けた。記して謝意を表します。

加藤陽一  坂本広由  重富福太郎  若槻正勝  濤部運市  古山誠治

善徳寺  長厳寺  妙法寺  若槻喜吉  山根大三  須山重美

山崎定芳  広沢忠蔵  森山勇治  高橋重美  畑 新吉  槙原富徳

加藤秀吉  坂本春吉  森山武男  森山小文  陶山工務店

1.本書は調査員が担当して作成した。
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三刀屋町遺跡分布図一三刀屋地区・一宮地区―

三刀屋・一宮地区遺跡所在地一覧表
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三 刀 屋 。一 宮 地 区 遺 跡 所 在 地 一 覧 表

昔
一

伊

番号 種  別 名 称 地在所 現  況 況概跡迫逗 の
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139
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114

117

砦

墓

城

古

生産追跡

生産遺跡
遺物散布地

伊 萱 城 跡

堀 ノ 内 砦

醐 醍 墓 古 墓

中 屋 谷 古 墓

俵谷 たた ら跡

鍛 治 屋 追 跡

三刀屋町大字伊萱967他

ク   895他

//   466

″       287

″        562

″    571他

林

地

山

墓

畑 '宅 地

宅地・山林

山頂付近削平段あり

丘端部に削平段と切岸あり

大型五輪塔を合む古墓群

五輪塔墓群25基分以上墓石集積

宅地により半分消滅,鉄滓散布

宅地付近に鉄津焼石上方山lЯで古陶出土

下給
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松 本 古 墳 群

一 宮 横 穴 群

坂 中 横 穴

峯寺山要塞群
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畑  地

田・県 道

山   林

9

林
　
林

山

　

山

林

畑

　

畑

山

大門,石斧出土,北垣内須忘甕片散布(Ⅳ期)

(消減か,位置特定不能)

1号墳,前方後方50m, S38発 堀調査
2号墳,円 。径10m未掘,頂部に大仙穂あり

3号墳,円・径10m未掘,頂部に五輪塔等あり
4号墳,小墳S38発掘調査,横穴式石室
5号墳,円墳か径lom,五輪塔20基以上(本堂の上)
6号墳,(破損か)(梅窓院墓地)

(桑園造成により消滅か,位置特定不能)

崖面に2穴在ったが,ほ とんど消滅

I～ V群 より成る尾根上に連らなる郭群,拠点は峯寺
I群―峯寺上最頂部削平段約300m

Ⅱ群―中屋谷上の尾根に削平段約250m

m群一三田原上の尾根に肖1平段約400m

Ⅳ群―蛇ノ谷北尾根上に削平段約300m

V群―蛇ノ谷南尾根上に削平段約500m

峯寺・じゃ山間の尾根路とその間の物見郭

地名伝承の社地,付近に古墓散在

寺跡と隣接の大型宝筐F口塔群

古

宮上ミ荒神塚古墳

椿平荒神這跡

三刀屋尾崎城跡

元 屋 致 城 llI

三刀屋じゃ山城跡

中  山  砦

三刀屋町大字古城1443

//   1370?

ク   1165他

″   383他

ク    1791他

″    1882他

山   林

田

畑・山 林

畑地・山林

山   林

円墳径10m ttlFL,荒 神木に硯奉納

元石積荒ネ申,団場で消減,須恵器多

三刀屋氏拠城,400× 500m,県 史跡

館後背城砦,40X80m,諏 訪部氏

独峰頂部 l ha畝堀切岸天水池等青磁中世陶

筒易な物見郭



砦132城 地

林

地

林

社

山

宅

山

丘端の物見郭約100m

面田上尾根に削平段4段あり,見張砦か

城山商麓,館趾か,地中に石垣が残っているとの事

明治末年まで在った人幡宮跡地,50X80m

寺跡は概に耕地化している,山裾に小段あり,墓地か

八幡宮跡伝承地,付近に古墓あり
30X100m

水田中の石積塚,鉄刀片出上の伝承あり, lXlm

石垣基壇2 Xllm,五 輪塔,室医印塔,無縫塔等

畑地に石積塚が点在,栄安寺跡推定地の裏地帯

石積墓が点在,三刀屋縁りの塚であるとの伝承あり

五輪塔片8基以上が集積

集石墓や祭iE跡 ?も ,銅銭(洪武通宝)や刀片出土

五輪塔片あり

石を並べた基壇あり,梵字を刻む宝医E「塔片あり

昼号伝斡普吾鋼 胡 身幹F比老牝昌逓
にカジ師の

かつて鉄淳が出土,現在は道敷及耕地化している
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三刀屋町大字三刀屋700他
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三刀屋町大字下熊谷 ?
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山崩れ災害で出土,石 斧,土器片等

円墳直径約10m前方%が損壊,かつて付近にもあった
との事

崖崩れに際し須恵器出土,這構未確認,消滅,須恵器
重,勾玉

宅地裏崖面に1穴残存,付近にもかつてあった,須恵
甕等Ⅳ期

崖崩れで須恵器出土,遺構未確認,消減,扁重,lTNIII
Ⅳ期

数段の音1平郭あり,先端部は土砂採堀で損壊

字地王から字三谷,蛇ノ谷へかけてI～ Ⅲ群の小削平
郭群が尾根上に連らなる,全長800m

稜線上の削り出し三角形マウンド,地王峠の戦いの死
者の首塚と伝う

稽
地裏～酪 鯉 没してい瓶 帖 熱 印紺 帷

現況畑地,開畑に除し,五輪塔をまとめ埋納したとの
こと

地名1戸谷,小谷入口付近鉄津散布地,現在埋めたてて
畑地,50X70�

谷奥深い支谷部,鉄滓散布ありとの事,現況荒廃水田



遺 跡 の
イ
概 要

三刀屋町は島根県出雲部のほぼ中央部に位置する斐伊川支流三刀屋川沿いの区域で、古

くから陰陽の交通の要衝であり、町を縦断して国道54号線が走っている。町内での遺跡は

縄文時代から認められるなどその歴史は古い。

町名である「ミトヤ」の初見は『出雲国風土記』の「三屋郷」であり、中世以降「三刀

屋」となる。中世には雲南地方の覇者三刀屋氏 (も と諏訪部氏)の拠点であり、江戸時代

は松江藩に属した。昭和16年一宮村と合併した三刀屋町は、昭和29年 さらに飯石村 。中野

村・鍋山村と合併して、現行の町域となった。

本年度の調査区域は、三刀屋 。一宮 (大字高窪を除く)を対象とした。この区域には県

指定史跡松本 1号古墳 。尾崎城跡・じゃ山城跡など著名な遺跡もあり、三刀屋町のほぼ中

心的な地域である。

調査は全域の字地名をか照しながら、地元の人々からの情報と協力も得て、全域を隈無

く踏査して地表面上の表徴を探索した。

1.伊   萱

遺跡は寺谷・下谷の集落を中心とする山麓部と、出雲市境や大字給下との境などの山塊

稜線上とに分布していた。

集落前方の水田地帯は、かつての斐伊川氾乱原であり遺跡は見当らなかった。

集落のほぼ中心に長厳寺があるが、もとの寺はその下方にあったもので、その南側の山

麓には帯状に醍醐墓古墓群 (た118)がある。後醍醐帝后の伝説のある大型の五輪塔はしか

し、その製作からして時代が下るものであろう。下谷にはたたら製鉄のあと (距114)があ

り、古陶が出土した鍛治屋遺跡は祭斤E跡であろうか。

出雲市境にある字城山の山頂部は伊萱城跡 (た34)であり、約300mに わたる数段の簡易

な削平段の砦跡である。また大字給下との境の山々は、その各尾根上に削平地が連らなる

峯寺山要塞群 (た101)で あり大字給下と大字伊萱にわたりI～ V群 から成っている。

2.給   下

給下地区では古刹峯寺があり、関連するとみられる古墓が点在し、後背山陵には上記の

ように砦群が配されている。

南の大字古城近くには雲南地方で主要な松本古墳群 (た 2)があり、 1～ 6号の群を成

している。前方後方の 1号墳以外はすべて円墳のようである。この松本古墳群の下方には



同安寺跡があり、殿様墓 (π122)と 呼ぶ畠入りの大型宝医印塔群は著名である。

このほか横穴が坂中 (た121)に あったが消滅 した。付近には未発見のものがあるのかも

知れない。また大門口 (距38)に はかつて石斧が採取 され、今日では須恵器の散布する畑

地が認められる。

三屋神社付近にはかつて土器の散布 (た52)が認められたとのことであるが、今日の水

田・畑地では確認できなかった。このように地区の南と北とが主な分布地のようであるが、

中間位置でも今後発見される可能性がある。

3,古 城

地区名からも想像されるように、中世城跡とそれに関与するとみられる古墓 。寺跡等が

極めて多い。

城跡等では、県指定となったじゃ山城跡 (万 58)、 尾崎城跡 (た24)の ほか、元屋敷城跡

(距30X中 山砦 (た 124)、大谷砦 (π132X鐘撞堂砦 (た134)な どがある。尾崎の御蔵前 (た 127)

の宅地あたりは館跡に比定され、枇杷垣あたりは栄安寺跡とみられ石積の古墓群 (た128)

がある。後谷字北屋敷付近では、三刀屋氏縁りとされる梅窓院の元地や古墓 (κ123・ 146)

が点在する。このほかじゃ山城跡の麓にあたる前谷や後谷には古墓が多く、石塔ではなく

石積の ミ塚墓、も多く認められる。

前谷や大谷の字金屎 (π66)や字釘谷 (距67)には製鉄の痕跡があり、かつて水田等の

整備に際し鉄津が確認されているが遺構は明確でない。特に金屎の場合は200m以上にわた

る範囲であり、その中には三刀屋氏の刀鍛治の場との伝承もあるなど、中世ごるの遺跡か

とも思われる。

南東の端にあたる三刀屋川に沿った成木地内では、近年の圃場整備で多量の須恵器が一

括出土した椿平荒神遺跡 (た112)は古墳であったのか。この近くである成木上ミの緩やか

な山腹には神本を用Eる円墳 (距 110)がある。またこのあたリー帯は、かつて散発的に土器

片や黒l召石片などが地表で採取されているようだが、近年の圃場整備工事により大きく地

形が変わり、地点や範囲が特定できない。

4.三  刀 屋

下熊谷の最端部木次町境にあたる字要害の尾根上には数段の削平された郭がある(た 106)。

地王峠に近い稜線上には、三刀屋合戦縁りと伝わる ミ首塚ミ (焔104)と 呼ぶマウンドが

ある。これら字要害の東隣接は木次町の字段原で、奈良時代の軍回の跡に比定されている。

地王から三谷へかけて稜線上に削平段が点列し、三谷砦 (た107)が構成され、三谷地内



には古墓が散在する。いずれも中世の三刀屋氏に関連するものとみられる。

三刀屋高校の上尾根端には宮垣古墳 (た45)があり、野球場造成の際にも違物や石材等

が出土したと伝えられていることから、古墳群であったと考えられる。また字地玉・字要

害の山腹下方近くには横穴 (た105。 1・ 103)があったが、一部を除いて消滅した。出土

土器は保存されており古墳H寺代末期ごろである。各々その付近には未だ狭存している可能

性もある。

萱原の字たたら谷 (た108)や滝谷の字槙山 (た100)1こ は鉄滓があったとのことである

が、現在は埋没して畑や水田になっている。なおたたら谷関係の品として、鉄津や鋭鉄流

しかけの燭台が保存されている。

調 査 報 告 書

三 刀 屋 町 の 追 跡 I

一三刀屋 。一宮地区一

昭和 63年 1月 31日

三刀屋町教育委員会

飯石郡三刀屋町三刀屋

ltl木 次 印 刷

飯石郡三刀屋町三刀屋
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